１学年第８時「アサーションロールプレイング」支援プラン　コミュニケーション発展
【エクササイズ（ＥＸ）＆準備物】
[bookmark: _GoBack]　　ウォーミングアップ「モデリング」　：子どもの服装等　ロールプレイングの衣装
　　メインＥＸ『宿題見せて！』 　　 　：台本資料（全員）、ワークシート（全員）
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【ねらい】
　人間関係からくるストレスは、主にコミュニケーションのあり様から生まれてくる。攻撃的や受身的なコミュニケーションのあり様が、ストレスを与えたり受けたりするということに気づく。さらに、「相手の気持ちや状態を想像しながら、自分の気持ちを主張する」アサーションについて学び、気づきを深めていく。

【概要】
　教員二人、または数名で行うモデリングから始まる。攻撃的、受身的、アサーションの三つのコミュニケーションの姿を提示する。教員のモデリングを見て、子どもたちの台本づくり、発表というところで完結する。１時間の授業を少し超えてしまうかもしれない。教室でやる場合でも副担任の協力は不可欠である。余裕があれば、教員数名で多人数劇に取り組み、学年集会形式で１時間、子どもたちの台本づくり、発表で１時間というように、２時間計画で余裕をもって取り組めば、アサーションはより浸透していく。

【流れ】
	
	活動の流れ
	留意点・教具等

	 エクササイズ


 ウォーミングアップ





















	『宿題見せて！』
 ①教員のモデリング
   ２人から数名で取り組めるパターンのものを用意している。
   ・・教室で1時間設定
   1)宿題見せて！　ノーマルバージョン（２人）

   ・・学年集会で２時間設定
   2)宿題見せて！　神様バージョン（３人）
   3)宿題見せて！　いろいろバージョン（７人）
       かんけいないゾー君、きつくユー子ちゃんなどが登場
   4)気弱王子（４人）
       受身的なあり様へ特に焦点をあてている。
   　　＊すべての台本をＨＰよりダウンロードできます。

 ②モデリングを見て感じたことを拾う。
       攻撃的－ストレスを与えてしまう。
       受身的－ストレスを受けてしまう。
       アサーション－相手の気持ちを想像しながら自分の主張をする。相手と折り合いをつける。

 ③アサーションは誰もが使うことができる。
       ＤＥＳＣ法を使えば簡単にできる。

	
○モデリングにすべてがかかっているので、しっかりと練習をする。


○2)3)4)神様がアサーションを伝授する。






○ペアなどで意見交流する。
○多様な気づきを拾いあげる。

○アサーション＝１９７０年代にアメリカで生まれた表現方法。




	
	活動の流れ
	留意点・教具等

	
 エクササイズ









	 ④ＤＥＳＣ法の説明
   1)くりかえす　(describe 　述べる)
   2)共感する    (empathize　共感する）
   3)主張する　  (specify 　特定の提案をする）
   4)選択する    (choose 　代案を選ぶ）
 ⑤台本からＤＥＳＣの部分を抽出する。
 ⑥課題に従ってアサーション劇の台本をつくる。
     例）学校で食べてはいけないお菓子をさそわれた。
     　　学校サボって、コンサートへ行こうと誘われた。
 ⑦班の代表がみんなの前で発表する。
	
○アサーションワークシート（「理解しよう！」）台本資料を配付。ノーマルバージョンの台本を使用している。
○班（グループ）で作成。
○どのように断るかＤＥＳＣ法を使って台本を作成する。

	 ふりかえり・シェアリング







	 ①グループで気づきを交流する。
 　＊先生のモデリングを見て感じたこと。
   ＊ロールプレイングに取り組んでどうだったか。
   ＊他の班のロールプレイングを見て感じたこと。

 ②ふりかえり用紙に記入する。

	フィードバックの視点
・モデリングを演じた教員がどう感じたか。子どもたちのロールプレイングを見て、ＤＥＳＣ法がうまく演じていた部分をひろいあげる。


〔参考文献〕
    『改訂版　アサーショントレーニング』平木典子　金子書房
    『子どもと先生がともに育つ　人間力向上の授業』深美隆司　図書文化社

【ポイント】
　本来ならアサーションは主体的な人のみ可能な技術なのであるが、攻撃的、受身的な依存的なあり様というものは、自分の依存性を認め受け容れることで、主体的なあり様への道が開かれる。モデリングはその気づきのきっかけとなり、ＤＥＳＣ法を通じて実現される。主体的な人間になりたい、アサーションを使ってみたい、という気持ちになることが大切なのである。

	 子どもの気づき

	僕は、友達の言いなりになって、宿題を見せてばっかりいたな～と思った。
とてもおもしろかった。ロールプレイがわかりやすかった。
アサーションの方法なら、自分もきっと納得すると思うから、いいなぁ～と思いました。
先生のロールプレイを見ていて、自分にもそういうことがあったな～と思った。アサーションの方法を知ったから使ってみようかな～とおもった。
自分も意見を言えないパターンをしていたな・・・と思う。アサーションをやってみる！



	 教員からのコメント

	・子どもたちの反応がすごく良く、モデリングは大いに盛り上がりました。先生として、すごくおいしい仕事だったと思います。子どもたちの中には、「ふだんからアサーションを使ってたんだ。」と感じた子どももいて、自信をもったようです。授業後、女子中心にアサーション熱みたいなものが広がって、男子がそれについてくる、という感じです。とても良かったです。


＊道徳の内容項目との関連：　1-(3) 自主自律　　4-(3) 正義・公平
（担当：山本　良子）
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